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恒
例
の
定
期
総
会
が
開
か
れ
、
前
年
度
の
総
決
算
と

新
年
度
予
算
及
び
活
動
方
針
が
討
議
さ
れ
た
が
、
今
年

は
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

「
矛
盾
と
問
題
点
」
に
つ
い
て
、
熱
い
討
議
が
加
え
ら

平
成
二
〇
年
五
月
二
日
㈱
午
前
九

時
三
〇
分
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
六
五
名
の
出
席
者
に
よ
り
、
総
会

及
び
透
析
者
の
一
〇
周
年
記
念
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

定
刻
に
福
原
副
会
長
の
司
会
に
よ
り

開
始
さ
れ
、
全
員
「
黙
祷
」
の
後
、
鈴

木
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

『
昨
年
度
は
会
員
並
び
に
役
員
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く
計

画
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
会

員
数
の
減
少
に
対
す
る
歯
止
め
を
か

け
ら
れ
ず
、
役
員
の
中
に
は
体
調
を

く
ず
し
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
人
が

複
数
出
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
な
こ

と
で
す
。
現
在
全
国
で
二
七
万
人
を
越
え
る

透
析
患
者
が
居
て
（
糖
尿
性
腎
症
は

四
〇
％
超
）
　
そ
の
医
療
費
は
一
兆
円

（
年
間
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

医
療
点
数
の
変
更
や
、
ダ
イ
ア
ラ

イ
ザ
ー
料
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
高

性
能
の
品
が
使
い
づ
ら
く
な
り
透
析

不
充
分
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

今
年
四
月
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
始
ま
り
六
五
歳
以
上
の
障
害

者
が
こ
の
制
度
に
組
み
込
ま
れ
、
低

所
得
者
が
特
に
重
い
負
担
と
な
る
こ

と
が
、
懸
念
さ
れ
ま
す
。

又
、
札
幌
市
で
は
行
財
政
改
革
の

一
端
と
し
て
心
身
障
害
者
交
通
費
助

成
の
見
直
し
案
が
出
て
い
ま
す
。
私

達
に
と
っ
て
は
厳
し
い
こ
と
ば
か
り

です。会
活
動
と
し
て
市
議
会
へ
の
「
陳

情
行
動
」
や
市
担
当
者
と
の
「
情
報

交
換
会
」
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
制
度
改
悪
に
反
対
す
べ

く
今
後
と
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
』
　
（
会
長
談
）

つ
ぎ
に
司
会
者
よ
り
ご
来
賓
の
札
幌

市
議
会
議
員
の
紹
介
が
あ
り
、
自
由
民

主
党
・
宮
村
も
と
子
氏
、
公
明
党
・
福

田
浩
太
郎
氏
、
日
本
共
産
党
・
岩
村
よ

ね
子
氏
の
お
三
方
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
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岩村よね子市議会議鼻　　　福田浩太郎市議会議鼻　　　宮村もと子市讃会議員

司会の福原副会長

議長に筐木副会長

決算報告をする矢田会計

き
ま
し
た
。

宮
村
氏
　
交
通
費
助
成
制
度
の
見
直
し

陳
情
に
対
す
る
支
援
を
し
て
い
き
た

＼

ユ

■

　

0

福
田
氏
　
少
子
高
齢
化
の
中
、
後
期
高

齢
者
保
険
制
度
が
当
事
者
の
目
線
に

立
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

うか。

岩
村
氏
　
難
病
、
慢
性
疾
患
の
か
た
が

た
に
と
っ
て
は
、
厳
し
い
情
勢
が
続

い
て
い
て
、
障
が
い
者
は
こ
の
制
度

に
入
ら
な
い
と
、
医
療
助
成
が
、
受

け
ら
れ
な
く
な
る
と
言
う
、
何
の
選

択
の
余
地
も
な
く
、
又
年
齢
に
よ
る

医
療
内
容
の
差
別
や
終
末
期
に
お
け

る
医
療
費
の
節
約
な
ど
に
は
、
医
師

側
か
ら
も
大
き
く
疑
問
が
出
て
い

る。
な
ど
の
よ
う
な
心
強
い
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ひ
き
続
き
小
澤
幹
事
に
よ
り
「
祝
窄

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
　
の
披
露
が
あ
り
（
別
頁

参
照
）
ま
し
た
。

ご
来
賓
退
場
の
後
、
表
彰
式
に
移
り

受
賞
者
五
九
名
中
二
名
の
方
々
の
ご

出
席
を
得
て
、
鈴
木
会
長
よ
り
表
彰
状

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
退
場
後
置
木
副
会
長
が
議
長

に
連
出
さ
れ
議
事
に
入
り
報
告
事
項
と

し
て加
　
平
成
一
九
年
度
活
動
報
告

（
福
原
副
会
長
）

㈲
　
平
成
一
九
年
度
決
算
報
告

（
矢
田
会
計
）

㈲
　
平
成
一
九
年
度
監
査
報
告

（
棚
田
ま
ゆ
み
）

（
山
田
　
忠
彦
）

審
議
事
項
と
し
て

㈲
　
平
成
二
〇
年
度
活
動
方
針
㈱

（
鈴
木
会
長
）

㈲
　
平
成
二
〇
年
度
予
算
㈱

（
矢
田
会
計
）

右
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
あ
り
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
問
題
点
や
会
と
し
て

の
今
後
の
取
り
組
み
方
法
及
び
兼
加
入

者
に
対
す
る
拡
大
運
動
方
針
や
、
前
年

度
施
設
訪
問
に
対
す
る
成
果
に
対
す
質

問
・
意
見
発
表
が
あ
り
、
年
度
活
動
方

針
及
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

㈲
　
役
職
紹
介
と
し
て
、
坂
運
営
委

員
よ
り
中
途
選
出
の
役
員
紹
介

と
、
鈴
木
会
長
よ
り
退
任
役
員
に

対
す
る
労
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま

した。

㈲
　
そ
の
他
と
し
て
福
原
副
会
長
よ

り
雇
い
良
は
が
き
」
の
協
力
の

件
、
道
腎
協
滝
川
大
会
の
案
内
、
交

通
費
助
成
の
意
見
交
換
会
等
の
案

内
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
外
川

運
営
委
員
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
あ

り
正
午
過
ぎ
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
さ
っ
ぽ
ろ
束
）

庄

野

一

男
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武　　平館伊
井　　野石藤

正　　哲宗牧
直　　夫隆子
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祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
札
幌
市
議
会
議
員

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道

・
札
幌
市
保
健
福
祉
局
　
保
健
所
長

・
市
立
札
幌
病
院
腎
移
植
科
　
部
　
長

・
財
団
法
人
　
北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク理
事
長

・
社
団
法
人
　
全
国
腎
臓
病
協
議
会
会

　

長

岩
見
沢
市
立
病
院
腎
友
会

江
別
腎
臓
病
患
者
会

釧
路
地
方
腎
友
会

と
か
ち
腎
友
会

苫
小
牧
腎
友
会

小
沼
水
腎
友
会

オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会

油
井
　
清
治

佐
々
木
健
仁

矢

野

　

清

掛

札

　

聖

井
原
　
忠
贋

菊
地
　
秀
明

佐
伯
　
英
春

佐
々
木
保
子

／　　ご札
幌
市
議
会
議
酋

札
幌
市
議
会
議
員

札
幌
市
議
会
議
員

祝

辞

自
由
民
主
党
　
宮
村
も
と
子

公
　
明
　
党
　
福
田
浩
太
郎

日
本
共
産
党
　
岩
村
よ
ね
子

サ
ン
プ
ル
提
供

・
エ
ル
ビ
ス
㈱

し
■
i
－
L



透析10周年おめでとうございます

●
萩武坂小札
野田井磯幌
フ　　高か北
ミ　　之は格
子寿丞る病
…・院
矢田柴後
場辺谷藤

信哲桂友
事明子子

希33切札唖静泉倉見朗統合

会長（前列中央）と表彰式出席の皆様王15

●
石
川
泌
尿
器
科

高
松
　
栄
子
・
西
　
静
子

三
上
　
重
雄

●
稲
積
公
園
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

千
葉
　
光
子

●
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク

越
智
　
栄
子
・
薮
内
　
豊

吉
田
　
彰
悦

●
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
クさ
っ
ぽ
ろ
東

嶺
岸
　
良
子

●
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院

河
野
　
恒
雄

●
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

札
幌
病
院
付
属
外
来
プ
ラ
ザ

樋
口
　
義
市

●
勤
医
協
中
央
病
院

青
木
　
久
保
・
遠
藤
　
憲
一

馬
場
勇
一
郎
・
村
田
　
栄
子

●
五
輪
橋
内
科
病
院

佐
藤
　
サ
チ

●
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

白
土
　
恵
子
・
服
部
登
起
子

牧
野
遼
太
郎

●
札
幌
厚
生
病
院

西
澤
　
俊
郎
・
本
田
　
勉

森
元
　
哲
雄

●
札
幌
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

匿

　

　

名

●
札
幌
南
一
条
病
院

石
ケ
守
芳
子
・
野
脇
　
邦
宏

●
三
樹
会
病
院

吉
野
加
津
美

●
篠
路
は
ま
な
す
ク
リ
ニ
ッ
ク

外
崎
　
芳
江
・
矢
野
　
稔

●
新
札
幌
循
環
器
病
院

佐
々
木
栄
子

●
仁
檎
全
病
院

両
瀬
　
洋
子

●
澄
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

阿
部
香
代
子

●
桑
園
中
央
病
院

石
井
　
良
子
・
鴬
見
し
っ
か

●
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

村
上
　
貞
子

●
手
稲
ネ
フ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク

荒
井
腎
太
郎

●
て
い
ね
泌
尿
器
科

寺
中
　
武
裕

●
中
野
医
院

本
間
　
治
郎
・
渡
辺
　
政
義

●
新
井
日
医
院

土
肥
智
恵
子

●
東
苗
穂
病
院

小
田
部
弘
子
・
平
井
　
順
子

●
星
野
泌
尿
器
科

鈴

木

　

薙

●
宮
の
森
記
念
病
院

下
村
美
千
子
・
内
藤
　
武

中
谷
　
秀
機

●
石
狩
病
院

大
累
フ
ミ
エ

●
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
北
広
島

今
井
　
静
・
三
宝
　
正
延

政
氏
　
久
寿
・
山
口
　
栄
子

●
個
人
会
見

内
田
　
市
郎
・
内
田
登
美
子

囲
碁
同
好
会
の

ご
東
内

札
幌
腎
友
会
で
は
、
親
睦

交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
、

囲
碁
同
好
会
を
始
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

同
好
会
の
会
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
の
で
、
囲
碁
に
興

味
が
あ
る
方
は
世
話
役
ま
で

魔
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

み

　

ょ

　

　

　

、

さ

お

世

話

役

　

美

馬

　

　

勲

℡
八
八
二
－
二
〇
三
三
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感顧感

道
腎
協
第
3
1
回
定
期
総
会
に

参
加
し
て

矢

　

田

　

孝

　

子

（
札
幌
南
一
条
病
院
）

平
成
二
〇
年
六
月
一
日
㈱
、
掩
川
ホ

テ
ル
、
三
浦
拳
固
に
於
い
て
一
三
〇
名

の
参
加
者
で
、
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
一
〇
時
吉
野
幹
事
の
司
会
で
始

ま
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
先
輩
と

仲
間
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
川
村
会
長
は
体
調
を
崩

さ
れ
て
お
り
、
掛
札
副
会
長
が
代
行
さ

れ
ま
し
た
。
早
く
回
復
さ
れ
る
事
を
願

う
ば
か
り
で
す
。
昨
今
の
会
員
数
の
減

少
に
も
触
れ
ら
れ
、
団
体
と
し
て
の
組

織
の
強
化
を
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
方
々
は
一
様
に
医
者
・
看
護

師
不
足
・
地
域
医
療
の
崩
壊
等
々
…
‥

医
療
環
境
は
厳
し
く
、
全
力
を
上
げ
て

再
生
を
図
っ
て
い
き
ま
す
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

又
、
田
村
滝
川
市
長
の
挨
拶
の
中
で

〓
l
l
三
■
■
■
一
≡
l
l
≡
■
■
一
一
■
■
≡
－
■
＿
l
〓
l
l
二
l
l
〓
l
■
■
〓
■
■
l
≡

観
光
も
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い

て
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
例
え
ば
味
付

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
発
祥
の
地
で
あ
る
事
、

日
本
一
の
菜
の
花
畑
が
あ
る
事
等
で

す
。
続
い
て
福
留
幹
事
（
室
蘭
）
よ
り

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
こ
こ
で
来
賓
の
皆
様
は
退
席
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
議
事
に
入
り
、
前

年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計

監
査
報
告
、
次
に
、
二
〇
年
度
の
活
動

方
針
、
予
算
を
一
括
報
告
し
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
機
関
誌
の
発
行
回
数
に
つ
い
て

の
提
案
が
あ
り
、
年
四
回
は
多
過
ぎ
る

（
見
な
い
人
も
い
る
）
。
臨
時
号
で
充

当
し
て
は
等
意
見
が
出
ま
し
た
。

片
や
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
い
る

準
会
員
同
志
を
結
ぶ
絆
で
も
あ
る
と

禦
否
両
論
で
し
た
が
、
筐
木
事
務
局
長

よ
り
後
日
委
員
会
の
方
で
検
討
さ
せ
て

頂
く
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
紹
介
、
二
〇
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
続
き
、
総
会
を
力
強
く
宣
言
さ
れ
、

拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

栗
山
氏
（
釧
路
）
に
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
代
理
の
方
が
受
質
し
、
最

後
に
山
口
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
午
後
一
時
よ
り
医
療
講
演

が
行
わ
れ
、
砂
川
市
立
病
院
高
塚
慶
次

先
生
を
講
師
に
、
医
療
崩
壊
の
現
状
を

事
細
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
期
待
す

る
医
療
を
、
居
住
し
て
い
る
地
域
で
受

け
る
事
が
で
き
ず
透
析
中
断
せ
ざ
る
を

え
な
い
病
院
も
増
え
る
と
亭
っ
。

リ
ン
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代
謝
異
常
に

つ
い
て
治
療
薬
の
紹
介
も
あ
り
、
又
、

医
師
と
患
者
双
方
に
も
視
点
を
お
い

て
、
最
近
の
医
療
惜
報
の
提
供
、
適
切

な
透
析
の
実
施
、
自
己
管
理
の
重
要
性

他
、
事
細
か
く
お
話
し
さ
れ
て
お
り
ま

した。私
事
で
す
が
透
析
導
入
し
て
今
年
の

二
月
で
二
年
目
に
な
り
総
会
も
二
回

目
の
参
加
で
す
が
、
会
場
準
備
、
受
付
、

会
計
等
々
、
青
年
部
・
役
員
の
方
々
の

協
力
あ
っ
て
の
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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全
腎
協
全
国
大
会
．
m
富
山
に

参
加
し
て

田

　

辺

　

哲

　

明

（
札
幌
北
倫
病
院
）

初
心
、
怠
る
べ
か
ら
ず

富
山
県
富
山
市
、
人
口
四
一
万
八
千

五
百
、
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
）
以

前
に
は
存
在
し
て
い
た
と
い
う
古
い
町

で
あ
る
。
私
達
に
は
、
越
中
フ
ン
ド
シ
、

薬
の
筒
金
丹
、
一
九
五
五
年
～
の
イ
タ

イ
、
イ
タ
イ
病
、
北
前
船
の
寄
港
先
と

し
て
な
じ
み
の
あ
る
町
で
あ
る
。

大
会
前
夜
の
交
流
会
は
、
地
元
富
山

県
腎
友
会
を
中
心
に
、
心
の
こ
も
っ
た

接
待
を
受
け
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
交

流
を
深
め
た
。
大
会
の
開
催
に
当
た
っ

て
も
充
分
な
世
話
を
し
て
く
れ
た
事
に

心
か
ら
お
礼
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

大
会
は
、
基
調
報
告
を
土
台
に
、
全

腎
協
組
織
の
現
状
の
分
析
・
再
生
・
再

生
の
戦
略
を
指
し
示
し
た
。
「
今
日
の

全
腎
協
活
動
に
対
す
る
透
析
患
者
か
ら

の
評
価
と
実
態
」
を
見
つ
め
、
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
る
ア
マ
チ
ュ
ア

集
団
」
か
ら
、
常
に
結
果
に
対
し
て
ロ

任
を
持
つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な

集
団
」
に
よ
る
「
経
営
的
な
手
法
」
で

全
腎
協
改
革
を
宣
言
し
た
。

全
腎
協
は
、
設
立
の
目
標
で
あ
る
、

一
．
透
析
医
療
費
の
公
費
負
担
、
二

人
工
臓
器
の
整
備
　
こ
の
二
点
を
国
の

施
策
に
反
映
さ
せ
た
。
こ
の
成
功
に
は

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
組
織
結
集
と

い
う
背
景
が
あ
る
。
こ
れ
を
最
高
期
に

組
織
率
は
年
々
低
下
し
、
現
在
は
、
患

者
二
七
万
人
に
対
し
て
約
一
〇
万
人
の

会
員
二
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
落
ち
込

み
、
全
国
で
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

目
標
を
達
成
し
た
の
だ
か
ら
、
ま
た

新
し
い
目
標
を
持
た
な
い
と
運
動
は
形

骸
化
し
、
衰
退
し
て
い
く
の
は
必
然
で

あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

議
事
で
討
議
す
る
に
は
充
分
な
時
間

で
は
な
い
が
、
五
つ
の
分
科
会
が
も
た

れた。「第
一
分
科
会
　
長
期
透
析
患
者
の

合
併
症
の
予
防
と
対
策

二
．
第
二
分
科
会
　
腎
臓
病
患
者
の
医

療
、
福
祉
制
度
を
考
え
る

三
．
第
三
分
科
会
　
腎
臓
移
植
の
普
及

を
考
え
る

四
．
第
四
分
科
会
　
魅
力
あ
る
患
者
会

を
目
指
し
て

五
．
第
五
分
科
会
　
在
宅
医
療
に
つ
い

て
（
C
A
P
D
、
家
庭
透
析
）

全
国
の
患
者
仲
間
が
色
ん
な
知
識
を

出
し
合
い
、
結
び
つ
い
て
い
る
現
状
が

報
告
さ
れ
、
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ

た。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
見
て
も
、

国
民
の
多
く
は
撤
回
を
求
め
て
い
る

し
、
将
来
、
二
年
ご
と
に
負
担
の
見
直

し
を
す
る
制
度
の
内
容
に
大
き
な
不
安

を
抱
い
て
い
る
。

医
療
制
度
を
守
り
、
「
命
と
暮
ら
し
を

守
る
」
只
一
つ
の
方
法
は
、
患
者
会
が

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
組
織
力
と
政
治

力
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
ら
立
ち
上
が
ら
ず
運
動
し
な
く

＝

0

　

∵

　

‖

ヽ

J

〝
凛
．
妻
野
温
粗
縫

て
は
、
周
り
の
誰
も
が
理
解
し
得
な
い

の
は
道
理
で
あ
る
。
そ
の
第
一
歩
が
腎

友
会
に
入
会
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

先
輩
達
が
苦
労
し
て
、
患
者
自
ら
の

手
で
「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
決
意
を

持
っ
て
、
そ
れ
を
実
現
し
た
と
い
う
の

に
は
頭
が
下
が
る
。
今
、
現
在
そ
の
制

度
の
も
と
に
、
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
、
奮
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
札
幌
の
組
織
の
中
で
も
、
こ
の

制
度
の
適
用
を
受
け
な
け
れ
ば
、
九
割

の
人
達
は
「
金
の
切
れ
目
が
、
命
の
切

れ
目
」
で
死
ん
で
行
く
で
あ
ろ
う
。

私
達
の
周
り
は
、
原
油
高
に
よ
る
物

価
高
の
生
活
破
壊
、
年
金
破
壊
、
医
療

費
抑
制
削
減
に
よ
る
負
担
増
、
食
料
の

世
界
的
な
奪
い
合
い
。
右
を
見
て
も
、

左
を
見
て
も
「
命
と
蓉
ら
し
」
を
大
き

く
脅
か
し
て
や
ま
な
い
。

政
治
的
に
こ
れ
だ
け
破
綻
を
期
し
た

現
在
、
私
達
が
腎
友
会
に
参
加
し
て
、

地
に
足
の
着
い
た
、
緻
密
な
運
動
か
ら

し
か
改
革
の
矛
先
は
つ
か
み
得
な
い
だ

ろ
う
。
弱
者
に
残
さ
れ
た
手
段
は
、
団

結
の
み
で
あ
る
。
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趣味との出会い、そして今

佐藤　誠一
（札幌北クリニック）

私
の
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
、
観

戦
す
る
・
音
楽
を
聴
く
・
カ
メ
ラ
（
写

真
）
・
料
理
を
作
る
。
自
分
自
身
で
興
味

を
抱
い
て
取
り
組
ん
だ
も
の
、
環
境
（
友

人
、
職
場
、
家
庭
等
々
）
　
の
影
響
を
受

け
て
取
り
組
ん
だ
も
の
と
、
き
っ
か
け

は
色
々
有
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
小
学
校
で
野
球
に
出
会
い

ま
し
た
。
当
時
の
小
学
校
で
の
運
動
と

言
え
ば
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
か
野
球
と
言
っ

た
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
ん
な
事
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
も
会
社
内
で
野
球
チ
ー
ム
を
作
り
五

〇
歳
を
超
え
る
ま
で
関
係
会
社
と
の
リ

ー
グ
戦
、
朝
野
球
等
に
参
加
し
て
楽
し

む
事
が
出
来
ま
し
た
し
、
会
社
に
お
い

て
の
野
球
チ
ー
ム
の
効
用
も
あ
り
ま
し

た。
特
に
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
若
い
新
入

社
員
は
土
・
日
の
時
間
つ
ぶ
し
と
ス
ト

レ
ス
解
消
に
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
し
、
私
自
身
も
若
い
人

達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
仕
事
上
で
も
役
立
た
せ
る
事
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。

野
球
の
次
に
出
会
っ
た
の
は
苦
楽
で

し
た
。
映
画
（
主
に
洋
画
）
　
の
サ
ウ
ン

ド
ト
ラ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
当
時
食
べ
る
の
も
二
の
次

で
機
器
（
音
作
り
）
に
没
頭
し
ま
し
た
。

今
考
え
て
見
ま
す
と
当
時
は
車
な
ど

到
底
買
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
せ
い
ぜ
い
映
画
や
音
楽
が

楽
し
み
の
代
名
詞
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で

した。そ
し
て
、
自
称
「
マ
ニ
ア
」
の
仲
間

入
り
を
し
て
今
ま
で
四
〇
年
以
上
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
聴
く
音
楽
も
多

種
多
様
で
ク
ラ
ツ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ

ま
で
そ
の
時
々
の
気
分
で
な
ん
で
も
ご

ざ
れ
で
す
が
、
強
い
て
言
う
な
ら
ば
ジ

ャ
ズ
を
聴
い
て
い
る
時
間
が
一
番
ハ
ッ

ピ
ー
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
特
に
カ
ル
テ

ッ
ト
く
ら
い
が
心
地
良
い
で
す
ね
。

昨
今
、
年
に
数
回
程
度
で
す
が
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す

が
、
身
体
を
動
か
し
リ
ズ
ム
を
取
っ
て

時
間
を
忘
れ
、
お
ま
け
に
白
身
も
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
　
（
？
）

二
年
前
、
以
前
か
ら
憧
れ
の
サ
キ
ソ

ホ
ー
ン
（
ア
ル
ト
）
を
入
手
し
ま
し
た
。

早
く
格
好
良
く
吹
い
て
み
た
い
と
自

己
練
習
し
て
い
ま
す
が
壁
に
ぶ
つ
か
り

只
今
休
業
中
、
な
か
な
か
思
う
様
に
は

行
き
ま
せ
ん
の
が
我
が
人
生
で
す
。

次
は
カ
メ
ラ
で
す
が
、
二
〇
歳
前

半
、
先
輩
の
影
響
で
現
像
、
焼
き
付
け

ま
で
自
身
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
結
婚
し
て
か
ら
は
も
っ
ぱ
ら
二
人

の
娘
た
ち
の
記
録
写
真
に
没
頭
し
て
、

今
や
二
人
の
娘
が
結
婚
し
、
三
人
の
孫

が
で
き
て
孫
の
記
録
写
真
を
掘
っ
て
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
の
じ
ー
ち
ゃ
ん
バ
カ
で
す
。

こ
の
先
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
掘
っ
た

写
日
ご
と
想
い
出
し
て
く
れ
た
ら
趣
味

の
写
真
と
し
て
は
本
望
で
あ
る
。

さ
て
、
お
次
は
極
め
付
け
で
す
よ
。

現
在
大
活
躍
中
の
料
理
の
お
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
は
新
し
く
三
年
前
、
ち
ょ
う
ど

透
析
を
開
始
し
た
頃
か
ら
目
覚
め
た
よ

う
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
透
析
中
に
見
た
テ
レ
ビ

番
組
「
N
H
K
き
ょ
う
の
料
理
」
で
し

た。
も
と
も
と
適
当
に
調
理
し
て
い
ま
し

た
が
、
番
組
を
見
て
い
て
本
格
的
に
作

っ
て
み
よ
う
と
言
う
気
持
ち
に
な
っ
た

訳
で
す
。
あ
の
ソ
ー
ス
は
こ
う
し
て
出
来
る
の

か
、
こ
の
味
は
こ
う
し
て
出
来
る
の
か

と
、
毎
月
テ
キ
ス
ト
を
買
っ
て
は
番
組

を
見
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

私
は
特
に
中
華
料
理
が
好
物
で
す
の

で
食
べ
て
満
足
感
を
味
わ
い
、
食
べ
て

も
ら
っ
て
奮
ば
れ
る
こ
と
が
快
感
と
な

り
ま
し
た
。

時
に
は
看
護
師
さ
ん
と
料
理
の
話
過

で
親
睦
？
　
も
図
る
事
も
出
来
る
し

‥
、
食
は
三
大
欲
の
一
つ
で
す
。
と
っ

て
も
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
男
と
し

て
も
あ
る
程
度
の
知
識
を
も
つ
事
は
、

人
間
性
を
高
め
る
事
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
毎
日
三
食
作
っ
て
健
康
に

気
遣
っ
て
く
れ
て
い
る
世
の
お
か
あ
さ

ん
方
に
、
敬
意
と
感
謝
を
も
っ
て
終
わ

り
と
し
ま
す
。
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二
十
歳
の
と
き
、
奥
歯
の
治
療
の

た
め
に
行
っ
た
歯
科
医
で
、
上
の
門

歯
二
本
が
虫
歯
、
し
か
も
表
面
は
な

ん
で
も
な
い
の
に
、
中
が
空
洞
と
診

断
さ
れ
た
。
牛
乳
嫌
い
だ
っ
た
の

で
、
こ
ん
な
日
が
い
つ
か
は
来
る
と

漠
然
と
意
識
し
て
い
た
が
、
あ
ま
り

に
も
早
す
ぎ
。

昭
和
四
九
年
当
時
、
父
の
給
料
は

手
取
り
一
二
万
円
く
ら
い
、
私
の
小

遣
い
は
九
千
円
　
門
歯
は
保
険
治
療

も
で
き
る
が
、
保
険
適
用
外
治
療
と

な
る
と
、
一
本
三
万
円
、
二
本
で
六

万
円
、
父
の
給
料
の
半
分
が
消
え
る
。

し
が
な
い
教
員
の
家
庭
、
保
険
が

き
く
、
そ
れ
な
り
の
治
療
が
分
相
応

と
覚
悟
を
決
め
、
母
に
打
ち
あ
け
た
。

予
想
に
反
し
て
、
母
は
こ
と
も
な

げ
に
、
「
六
万
円
出
し
て
あ
げ
る
。
将

来
を
考
え
、
納
得
い
く
治
療
を
し
て

も
ら
い
な
さ
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

三
六
歳
の
と
き
、
右
目
白
内
障
の

手
術
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成

二
年
、
眼
内
レ
ン
ズ
は
保
険
適
用
外
、

つ
ま
り
、
一
〇
万
円
か
か
っ
た
。
わ

ず
か
な
貯
金
の
中
か
ら
出
す
つ
も
り

で
い
た
。
と
こ
ろ
が
母
は
、
花
嫁
道
具
の
代

わ
り
に
、
せ
め
て
目
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
を
入
れ
て
あ
げ
る
と
言
っ
た
。

珍
し
い
贈
り
物
第
三
弾
は
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
ド
レ
ス
で
あ
る
。
女
性
な
ら

誰
し
も
一
度
は
着
て
み
た
い
と
思
う

の
で
は
？
　
私
も
子
供
の
頃
か
ら
憧

れ
て
い
た
。
デ
パ
ー
ト
に
陳
列
し
て

い
る
と
、
し
ば
し
足
を
止
め
、
こ
ん

な
純
白
の
ド
レ
ス
を
身
に
ま
と
っ
た

て
き
た
。
強
い
憧
憬
の
念
を
分
か
っ

て
く
れ
て
い
た
の
か
、
嫁
に
行
け
な

い
娘
を
不
憫
に
思
っ
て
な
の
か
、
美

し
い
ド
レ
ス
を
前
に
私
は
た
だ
た
だ

涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

ど
こ
か
で
読
ん
だ
詩
に
、
大
切
な

も
の
は
み
ん
な
た
だ
、
山
の
緑
、
お

ら
、
そ
れ
は
正
に
お
姫
様
気
分
、
う

っ
と
り
眺
め
た
。

も
と
も
と
結
婚
願
望
は
な
く
、
そ

の
機
会
も
な
か
っ
た
か
ら
、
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
ド
レ
ス
は
遠
い
存
在
だ
っ

た
。
そ
の
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
無
駄

遣
い
を
一
切
し
な
い
母
が
突
然
田
っ

い
し
い
空
気
、
川
の
流
れ
、
そ
し
て

母
の
愛
と
あ
っ
た
。
（
少
々
不
確
か

で
す
が
…
）

母
の
無
償
の
愛
に
よ
っ
て
、
歯
と

目
と
ド
レ
ス
が
私
に
も
た
ら
さ
れ

た
。
歯
は
三
〇
数
年
経
っ
た
今
も
そ

の
役
目
を
果
た
し
、
眼
内
レ
ン
ズ
も

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
以
上
の
価
値
あ
る
働

き
を
し
て
く
れ
て
い
る
。
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
ド
レ
ス
は
ま
だ
出
番
は
な
い

が
、
最
期
の
旅
立
ち
の
白
装
束
に
し

た
い
。
で
も
、
そ
の
時
は
絹
物
だ
け

と
か
、
ウ
ー
ン
、
困
っ
た
′

母
か
ら
の
贈
り
物
は
数
知
れ
な
い

が
、
そ
の
最
大
の
も
の
は
、
私
を
こ

の
世
に
産
み
お
と
し
て
く
れ
た
こ

と
、
い
つ
く
し
み
育
て
て
く
れ
た
こ

と
、
そ
れ
に
つ
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

も
し
、
病
気
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、

こ
れ
ほ
ど
生
命
の
重
さ
を
実
感
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
日
お

き
の
人
工
透
析
で
、
穿
刺
の
痛
み
に

耐
え
た
り
、
血
圧
が
下
が
っ
た
り
、

具
合
い
が
悪
く
な
っ
た
り
、
様
々
な

均
面
に
直
面
す
る
た
び
、
あ
あ
、
生

き
て
い
る
ん
だ
と
妙
に
納
得
す
る
。

つ
ら
い
こ
と
は
あ
る
。
そ
れ
以
上

に
感
動
も
喜
び
も
あ
る
。
母
の
凛
と

し
た
生
き
ざ
ま
は
私
に
、
泣
き
ご
と

を
言
わ
ず
懸
命
に
生
き
て
い
れ
ば
、

必
ず
沓
び
は
兄
い
出
せ
る
、
と
教
え

て
く
れ
た
。

一
億
の
人
に
一
億
の
母
あ
れ
ど
、

我
が
母
に
勝
る
母
な
し
。
誰
も
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
、
私
も
そ
う
思
っ
て

い
る
。
お
母
さ
ん
、
生
命
を
あ
り
が

と
う
。
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柾
幌
市
降
が
い
者
交
通
費

助
成
見
直
し
に
つ
い
て

札
幌
腎
友
会
の
取
組
み
と
状
況
報
告

（
平
成
二
〇
年
）

●
二
月
二
六
日

札
幌
市
が
〝
陣
が
い
者
交
通
費
助
成

見
直
し
案
″
を
市
議
会
・
厚
生
委
員
会

で
提
示
。

●
五
月
一
日

札
幌
腎
友
会
、
〝
障
が
い
者
交
通
狸
助

成
制
度
見
直
し
に
関
す
る
陳
情
書
″
署

名
（
最
終
　
五
、
二
八
五
筆
）
と
と
も

に
市
議
会
議
長
宛
に
提
出
。

●
五
月
二
五
日

札
幌
市
の
〝
陣
が
い
者
交
通
費
助
成

見
直
し
〃
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
。

●
六
月
一
〇
日

札
幌
腎
友
会
提
出
の
〝
陣
が
い
者
交

通
費
助
成
制
度
見
殖
し
に
関
す
る
陳
情

書
″
市
議
会
・
厚
生
委
員
会
で
審
議
、
鈴

木
会
長
が
主
旨
説
明
、
こ
の
件
の
陳

噂
他
団
体
四
件
と
と
も
に
継
続
審
議

に。

●
六
月
一
五
日

陣
が
い
者
交
通
費
助
成
見
直
し
に
つ

い
て
　
「
当
事
者
の
集
ま
り
」
に
参
加
、

交
通
権
を
考
え
る
連
絡
協
議
会
・
障
害

者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
北
海
道
連
絡

協
議
会
主
催
。

●
六
月
二
二
日

札
幌
腎
友
会
主
催
「
札
幌
市
陣
が
い

者
交
通
費
助
成
見
直
し
に
閲
す
る
意
見

交
換
会
」
開
催
、
市
障
福
祉
課
の
森
下

課
長
・
庄
中
係
長
・
小
林
移
動
担
当
係
三

名
、
札
幌
腎
友
会
か
ら
三
八
名
が
出
席
。

平
成
一
九
年
一
〇
月
一
八
日
に
上
田

札
幌
市
長
が
〝
札
幌
市
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
〟
を
発
表
し
、
そ
の
中
に
〝
札
幌
市

陣
が
い
者
交
通
典
助
成
制
度
見
直
し
″

（
平
成
二
一
年
四
月
実
施
予
定
）
が
含

ま
れ
て
い
た
事
か
ら
、
札
幌
腎
友
会
で

は
、
市
長
宛
の
反
対
要
望
吾
提
出
、
役

員
・
会
員
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
提
出
、
意
見
交
換
会
へ
の
出
席
、

見
直
し
案
が
提
示
さ
れ
た
市
議
会
・
厚

生
委
員
会
の
傍
聴
等
行
っ
て
き
ま
し
た

（
平
成
一
九
年
度
の
経
過
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
〇
年
度
第
三
三
回
札
幌
腎

友
会
定
期
総
会
議
案
膏
を
参
照
）
。

六
月
一
〇
日
に
市
議
会
・
厚
生
要
員

会
で
審
議
さ
れ
た
札
幌
腎
友
会
の
〝
陣

が
い
者
交
通
費
助
成
見
直
し
に
関
す
る

陳
情
膏
″
提
出
の
際
に
は
、
会
員
・
役

員
の
皆
さ
ん
に
署
名
を
集
め
て
い
た
だ

く
期
間
が
た
い
へ
ん
短
か
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
、
五
、
二
八

五
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
議
会
・

厚
生
委
員
か
ら
は
、
「
こ
れ
だ
け
の
陳

情
や
反
対
意
見
が
あ
る
の
に
、
す
べ
て

の
障
害
で
一
律
の
助
成
額
・
急
激
な
削

減
は
障
害
者
の
生
活
の
基
盤
が
損
な
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
白
紙
、
も
し
く

は
充
分
に
討
議
の
上
き
め
細
か
な
対
応

を
市
に
求
め
る
」
と
、
い
っ
た
意
見
が

大
半
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
市
は
、
「
適

所
・
透
析
の
通
院
等
、
必
要
な
外
出
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
」
ま
た
、

中
田
副
市
長
は
、
「
皆
さ
ん
に
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
制
度
を
検
討
」
と
答

え
、
陳
情
五
件
は
継
続
審
議
と
な
り
ま

した。六
月
二
二
日
の
札
幌
腎
友
会
独
白
の

市
障
が
い
福
祉
課
と
の
〝
障
が
い
者
交
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（ホテルユニオン）
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通
費
助
成
見
商
し
に
関
す
る
意
見
交
換

会
〃
で
は
、
会
員
・
役
員
か
ら
、
「
私

た
ち
透
析
患
者
は
年
一
五
六
回
の
透
析

が
あ
っ
て
の
社
会
参
加
だ
、
そ
の
実
態

に
合
っ
た
区
別
は
ど
う
し
て
も
必
要

で
、
今
で
も
通
院
の
交
通
費
が
生
活
を

圧
迫
し
て
い
る
」

「
弱
者
に
き
わ
め

て
過
酷
な
見
直
し

案
で
あ
る
。
国
も

市
も
無
駄
遣
い
を

し
て
い
る
、
身
を

け
ず
っ
て
、
が
ま

ん
し
て
く
だ
さ
い

と
い
う
の
な
ら
分

か
る
が
、
な
に
も

せ
ず
こ
の
案
を
障

害
者
に
突
き
つ
け

る
の
は
本
末
転
倒

だ
」
　
「
タ
ク
シ
ー

券
は
い
ま
で
も
三

ケ
月
で
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
見
聞

き
す
る
市
職
員
の

天
下
り
的
な
事
は

目
に
あ
ま
る
」

「
福
祉
乗
車
証
は

全
廃
し
な
く
て

も
、
格
安
な
ウ
ィ

ズ
ユ
ー
カ
ー
ド
な

ど
は
ど
う
か
」

「
福
祉
乗
＊
証
が

な
く
な
る
と
生
活
が
困
窮
す
る
人
が
い

る
」
　
「
タ
ク
シ
ー
は
六
五
〇
円
券
に
」

「
札
幌
市
は
人
件
狸
を
五
億
円
削
減
し

た
と
い
う
が
、
欠
損
し
た
職
員
を
補
充

し
な
か
っ
た
だ
け
で
、
職
員
の
給
与
は

減
額
さ
れ
て
い
な
い
」
　
「
こ
の
、
要
望

は
ど
ん
な
形
で
市
長
に
伝
わ
る
の
か
」

「
こ
の
案
自
体
が
と
ん
で
も
な
い
自
己

負
担
」
等
、
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
森
下

課
長
は
、
「
札
幌
市
全
体
で
考
え
て
は

し
い
と
い
う
の
は
胸
に
刻
む
、
障
が
い

者
の
生
活
が
厳
し
い
、
交
通
路
助
成
が

生
活
の
基
盤
を
さ
さ
え
て
い
る
と
思
う

の
で
、
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ん
の
ご

意
見
は
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
市
長
に
報

告
し
、
指
示
を
い
た
だ
い
て
や
っ
て
い

き
た
い
」
等
答
え
ま
し
た
。

こ
の
、
〝
陣
が
い
者
交
通
費
見
直
し
″

を
含
む
札
幌
市
の
〝
行
財
政
改
華
フ
ラ

ン
″
は
、
条
例
で
は
な
い
の
で
、
市
民
・

議
員
の
意
見
を
広
く
聞
く
と
し
て
い
ま

す
が
、
市
長
が
立
案
し
実
施
す
る
も
の

で
す
。
市
長
が
「
こ
の
案
で
実
施
」
と
、

決
め
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
実
施
さ
れ
て
い

ま
う
も
の
で
す
。
今
後
も
札
幌
腎
友
会

で
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
運
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。



平成20年6月12日現在

施　　　　設　　　　名 �-冖ﾉ�B�

しらかば泌尿器科クリニック 田��

市　　立　　札　　幌　　病　　院 �����

新　札　幌　循　環　器　病　院 �3��

仁　　檎　　会　　病　　院 涛��

澄　腎　ク　リ　ニ　ッ　ク �3c��

桑　　園　　中　　央　　病　　院 田��

田　島　ク　リ　ニ　ッ　ク ��湯�

手　稲　ネ　フ　ロ　クリ　ニ　ッ　ク 都��

て　い　ね　泌　尿　器　科 鼎�r�

中　　　　野　　　　医　　　　院 ��#b�

新　　井　　田　　医　　院 ��S��

東　　苗　　穂　　病　　院 都"�

保　坂　内　科　ク　リ　ニ　ッ　ク 田��

星　　野　　泌　　尿　　器　　科 �����

北　　光　　記　　念　　病　　院 田��

宮　の　森　記　念　病　院 �����

も　な　み　ク　リ　ニ　ッ　ク 鉄2�

ゆ　う　あ　い　ク　リ　ニ　ッ　ク ����

北　　海　　道　　難　　病　　達 ��r�

個　　　　人　　　　会　　　　貝 ��ｷﾂ�

合　　　　　　　　　　計 店�3#コ�

施　　　　設　　　　名 傚�kﾉ�B�

石　　川　　泌　　尿　　器　　科 �33��

稲積公園駅前クリ　ニック ��C��

い　　の　　　け　　　医　　院 塔��

H・N・メディックさっぽろ東 都��

N　T　T　東　日　本札幌病院 塔b�

小笠原クリニック付属外来プラザ �#2�

勤　医　協　中　央　病　院 �#�R�

クボタ泌尿器科クリニック �#��

ク　リ　ニ　ッ　ク198　札　幌 �3c��

光　星　泌　尿　器　科　医　院 鼎��

坂　泌　尿　器　科　病　院 ����

札　幌　北　ク　リ　ニ　ッ　ク �#s��

札幌セ　ン　チ　ュリ　ー病院 鉄r�

札幌セントラルクリニック 塔��

札　幌　東　ク　リ　ニ　ッ　ク ���"�

札　　幌　　北　　檎　　病　　院 �3sR�

札　幌　南　一　条　病　院 �3ッ�

三　　樹　　会　　病　　院 �����

」　R　札　幌　鉄　道　病　院 �����

篠路はまなすクリ　ニック �����

※この署名は、札幌市内の透析施設にお願いしたもので、札幌市外は入っていませんので

ご了承ください。

※札幌市の署名は5，285筆となりました。ありがとうございます。

な
い
腎
移
植

生
体
腎
移
植
で
拒
絶
反
応
を
抑
え
る

新
手
法
が
開
発
さ
れ
、
倫
理
委
員
会
の

承
認
も
今
春
に
得
て
、
希
望
者
へ
の
実

施
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

計
画
し
て
い
る
の
は
、
東
京
女
子
医

大
（
腎
臓
外
科
）
、
順
天
堂
大
学
（
免

疫
学
）
で
、
当
面
慎
重
を
期
し
三
～
五

組
に
絞
り
行
う
。

免
疫
を
つ
か
さ
ど
る
「
T
細
胞
」
に

特
殊
な
処
理
を
加
え
る
こ
と
で
、
手
術

直
後
以
外
は
、
免
疫
抑
制
剤
を
飲
ま
ず

に
す
み
、
副
作
用
を
避
け
ら
れ
る
。

T
細
胞
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど

異
物
を
認
識
し
て
攻
撃
し
免
疫
を
つ
か

さ
ど
る
が
移
植
臓
器
も
「
異
物
」
と
し

攻
撃
す
る
の
が
拒
絶
反
応
で
あ
る
。

新
手
法
で
は
、
移
植
手
術
前
日
に
患

者
と
提
供
者
相
方
の
血
液
か
ら
T
細
胞

を
採
取
し
、
混
ぜ
合
わ
せ
特
殊
な
抗
体

と
共
に
二
週
間
ほ
ど
培
養
し
患
者
の
体

内
に
戻
す
。
こ
の
T
細
胞
の
働
き
で
、

移
植
腎
は
無
視
し
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

な
ど
へ
の
攻
撃
力
は
衰
え
な
い
。

従
来
生
涯
飲
ん
だ
免
疫
抑
制
剤
が
、

不
要
と
な
り
大
き
な
福
音
で
あ
る
。

（
朝
日
新
聞
　
二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日

朝
刊
よ
り
）



沖
縄
透
析
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

三
〇
年
に
わ
た
り
沖
縄
県
下
の
透
析
者
の
方
々
を
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
疫
学
調
査
（
沖
縄
透
析
研
究
）
で
は
、

透
析
者
の
将
来
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
要
因
に
は
、
年
齢
や
透
析
導
入
の

原
疾
患
な
ど
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
、
生
活
習
慣
な
ど
改
善
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
慢
性
炎
症
状
態
と
栄
養
状
態
は
、
透
析
者
自
身
の
努
力
で
改
善
で
き
る
も
の
で
す
。

●

慢

性

炎

症

状

態

と

予

後

　

　

　

　

　

　

　

●

栄

養

状

態

と

予

後

　

　

　

　

　

　

　

　

　

血

清

ア

ル

ブ

ミ

ン

と

血

清

総

コ

レ

ス

テ

C
R
P
が
高
い
、
つ
ま
り
炎
症
状
態
の
　
　
　
透
析
者
に
は
水
分
摂
取
や
食
生
活
上
に
　
　
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
解
析
し
た
結
果
、
栄
養

程
度
が
韮
い
ほ
ど
、
予
後
が
不
良
で
あ
る
　
　
制
限
が
あ
る
た
め
、
栄
養
状
態
が
良
好
で
　
　
状
態
が
不
良
で
あ
る
（
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
、

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
な
い
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
値
）
ほ
ど
予
後

も
不
良
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

リ
ン
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
制
限
を
守
り

な
が
ら
栄
養
状
態
を
良
好
に
保
つ
こ
と

は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

血
清
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
図
で
は
、

グ
ラ
フ
が
重
な
り
見
に
く
く
な
る
た
め
、

二
二
〇
喝
／
劇
を
超
え
る
場
合
の
生
存
率

曲
線
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
六
〇

～
一
七
九
喝
／
劇
の
場
合
と
同
程
度
と
な

り
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
低
す
ぎ
て
も
、
高

す
ぎ
て
も
予
後
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す。

C
R
P
は
、
風

邪
や
気
管
支
炎
な

ど
の
感
染
症
に
か

か
っ
た
り
、
ケ
ガ

を
し
た
場
合
に
上

昇
し
、
そ
れ
ら
が

治
る
と
回
復
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な

一
時
的
な
上
昇
は

正
常
な
反
応
で
す

が
、
高
値
が
続
く

個
性
炎
症
状
態
で

は
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
が
起
こ
り
や

す
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。



横松沢奥
堀永田山

信　英好
雄墟子子

国後は還付申請（領収書と透析を受けた病院
での証明苔が必要）を行うことで、日本の透

析医療に準じた金額が戻ってきますので、海

外へ行ってみたいと思っている方は、是非チ

ャレンジしてみてください。

ここ数年は海外から足が遠のいています

が、昨年結婚もしましたので、休みがとれれ

ば妻と一緒に海外旅行に行きたいなと思って

います。今度は二人分の旅費と透析代がかか

るだけに頭も財布も痛いですけどね！

ージ『えりすろばえちん（http：／／hitsuji．net／）』

を開設し、アドバイスやお手伝いをしてきま

した。最近はサポートする旅行会社も増えて

きましたし、「ぜんじんきょう」でも海外透

析旅行が特集で取り上げられるなど、気軽に

出かけられるようになってきたと思います。

もちろん言葉の問題はありますが、基本的な

治療は日本国内と大きな違いはありませんの

で、透析の予約さえ取れれば、格安の航空チ

ケットだけで海外へ行くことも可能です。帰

青
い
鳥
は
が
き
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◎
稲
積
公
園
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤
　
京
子

達
見
し
ま
子

坂
本
ウ
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千
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子

◎
札
幌
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
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院
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メ
デ
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介
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植
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子

◎
光
星
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器
科
医
院

石
井
　
典
子

◎
五
輪
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内
科
病
院

黒
川
一
郎

坂
本
　
信
子

美
沸
　
健
一

平
林
　
囲
男

増
井
ア
ヤ
子

◎
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

鈴
木
　
啓
三

西

　

弘

子

木
谷
　
意
男

高
山
　
早
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小
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和
雄

中
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書
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常
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本
多
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勝
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高
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井
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英
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由
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子
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東
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
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恋

◎
札
幌
南
一
条
病
院

坂

　

孝

光

◎
三
樹
全
病
院

松

谷

　

賢

立
花
　
雅
弘

佐
々
木
ニ
ワ

卯
野
　
照
美

加
藤
　
久
子

倉

本

　

励

川
原
　
武
明

佐
々
木
洋
子

酉
束
　
誠
次

松
田
　
柴
吉

結
城
　
進
一

大
友
　
幸
子

島
田
　
年
美

工
藤
　
る
み

◎
篠
路
は
ま
な
す
ク
リ
ニ
ッ
ク

◎
澄
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

笠
原
　
澄
子

大
塚
　
艶
子

◎
て
い
ね
泌
尿
泰
科

野
田
　
建
雄

林

　

敦

子

林

　

静

意

椿

　

恵

子

横
山
チ
エ
子

大
野
　
武
昭

◎
中
野
医
院

福
原
真
理
子

◎
新
井
田
医
院

岡
崎
　
政
司

岩
部
　
活
子

土
肥
智
恵
子

◎
広
田
医
院

外

崎

　

豊

◎
福
住
泌
尿
器
科

千

薫

　

猛

◎
星
野
泌
尿
器
科

水
谷
　
義
彦

吉
田
希
代
乃

著
名
　
二
名

◎
宮
の
森
記
念
病
院

小
澤
由
紀
恵

鈴
木
こ
ず
え

佐
賀
　
直
次

小
西
　
英
子

河
村
　
碍
子

作
田
八
重
子

佐
々
木
多
紀
子

榊
田
　
郁
子

近
藤
　
眞
江

荻
田
陽
三
郎

松
井
亜
由
子

上
原
　
賢
治

中
谷
　
秀
機

中
崎
美
津
子

笠
原
　
君
枝

遠
山
　
サ
ダ

横
井
　
祐
子

◎
J
R
札
幌
鉄
道
病
院

中
嶋
一
夫

小
野
塚
　
央

◎
仁
檎
会
病
院

山

田

　

裕

中
崎
千
江
子

金
津
千
枝
子

片
岡
　
弘
子

新
山
　
栄
子

馬
場
久
仁
夫

◎
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
北
広
島

木
村
　
ミ
ヨ

尾
久
　
輝
子

氏
家
　
泰
之

豊
島
　
久
美

田
中
　
勝
則

◎
個
人
舎
兄

加
藤
一
裕

五
十
嵐
貞
二

木
村
　
春
光

佐
々
木
　
勝

金

子

　

一

山
内
　
益
子
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鯵絡鈍感鯵歯冠㊥顧餞飽鯵響
外川　純也（星野泌尿器科）

への旅行でしたので、インターネットを使っ

て透析施設を探しました。10年前はインター

ネット上の情報も限られていたため大変でし

たが、トロントやロンドンの透析施設へメー

ルやファックスを送り、予約を取り付けまし

た。実際に行くまではかなり不安でしたが、

透析の機械を見たときにほっとしたことは今

でも忘れられません。その後、フランスやベ

ルギー、イタリア、スペインなどで透析を体

験してきました。オーストラリアでは、穿針

を何度も失敗されてしまい、首元の頸静脈に

ダブルルーメンを入れられての緊急透析と1

泊入院を経験し、さらにコアラもオペラハウ

スも見ずに帰国したことが、ちょっと心残り

になっています。（いつかリベンジします！）

海外での透析中、医師やスタッフからなぜ

移植をしないのかとよく聞かれます。若い患

者が何年も透析をしているのは不思議なよう

です。日本の移植事情や拒絶反応のことなど

お話しましたが、腎移植をしている看護師に

「もし拒絶反応によって腎臓がダメになって

も、また移植をすればよい」と言われ、日本

と大きく異なる移植事情を痛感しました。こ

れがきっかけとなり、献腎移植の登録を行な

いました。

これまでの経験をもとに、海外透析経験や

予約方法のノウハウなどをまとめたホームぺ

‾’　透析を導

麗・・芸志這ご≡
l

した。大学

1年で腎不

長●シ萱、竃等
才∴もJ

十．二・！∴二
後、20歳を

迎える1月

に成人式に

も出席しな

いまま透析

を導入しました。最初は腹膜透析でしたが、

腹部カテーテルの根元から小さな肉片がいつ

も飛び出していたため感染が起こりやすく、

入退院を繰り返す不安定な生活が続いていま

した。大学院進学後は研究主体の生活へと変

わったため血液透析へ変更し、その後は順調

な透析生活を送っています。

平成10年の秋、カナダで開かれた学会に参

加することになりました。旅行会社主催の透

析ツアーがあることは知っていましたが、一

般的な海外旅行と比べて高額ですし、さらに

滞在先がロンドン（カナダ・オンタリオ州）

という、日本人でもあまり知らないような町



召天告別式にて故人を偲ぶ鈴木会長

く事務局活動経過報告〉

2月21日　患者数調べ発送

3月4日　長期透析表彰式実行委員会　（9名）

13日“ぜんじんきょう”No226発送
“どうじん’’第119号発送

“どうじん”pR版発送

16日　第3回幹事会（北区民センター29名）

18日　“生きる仲間’’第83号発送

25日　事務局打合せ　　　　　　　（7名）

4月4日　会蒼納入願い発送
“生きる仲間”臨時19号発送

日　道腎協30周年記念誌発送

日　交通費助成見直し陳情署名発送

日　札幌腎友会定期総会議案苦発送

日　事務局打合せ　　　　　　　（8名）

総会打合せ　　　　　　　　（8名）

5月1日　交通費助成見直し陳情こl‡提出

遺腎協総会ポスター発送
8日　“どうじん”議案書発送

11日　平成20年度第33回定期総会・長期

透析表彰式

（北区民センター65名）

日“ぜんじんきょう”恥227発送

日　生きる仲間編集委員会　　　（3名）

日　事務局打合せ　　　　　　　（8名）

日　交通費助成見直し意見交換会（10名）

6月10日　札幌市議会厚生委員会で陳情吾

が取り上げられ、鈴木会長が趣

旨説明をする
19日　事務局打合せ

第1回幹、jf会打合せ

■事務局だより■

◎難病連への協力事業として、転年取り組んでお

ります大通ビアガーデン利用券の販売にご協力

お願い致します。

◎講演会を9月7日州に予定しております。詳細

は後ほどお知らせ致します。

大勢の方のご参加をお待ちしております。

◎腎提供者拡大街頭キャンペーンを9月28日い）に

大過西3丁目において閲催します。

皆様のご協力をお願い致します。

◎ご寄付を頂戴しております。会活動に役立たせ

ていただきます。ありがとうございます。

・工藤　るみ様（三樹全病院）より　2．000円

・竹内　睦子桜（個人会員）より　　530円

・酒井　路男様（中野医院）より　5．000円

・小野寺　柘様（個人会員）より10，000円

・平沼　悦子様（星野泌尿器科）より　2，000円

・政権平　裕二様（札馴ヒクリニック）

奥様より100，000円

◎クリニック198札幌の幹事が独自のお願い文を

作り、患者に配布した結果、l！fい鳥ハガキ533

枚と切手793円分が集まり、ご寄付いただきま

した。大切に使わせていただきます。ありがと

うございます。

◎切手のご寄付を頂戴しております。会活動に役

立たせていただきます。ありがとうございます。

・札幌束クリニック　　　　　山村　　恵様

昭
和
虚
年
1
月
1
3
日
第
3
権
郵
便
物
腰
可
　
発
行
所
北
海
過
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
　
（
蹟
試
料
は
金
賞
に
含
む
）
　
頒
価
1
5
0
円

平
成
刀
年
7
月
1
0
日
華
［
（
毎
月
1
0
日
発
行
）
　
印
刷
所
　
㈱
北
海
道
機
関
紙
印
刷
所

平
成
二
〇
年
五
月
二
六
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
八
年
度
～
昭
和
六
一
年

度
ま
で
会
計
、
昭
和
六
二
年
度
か

ら
副
会
長
と
し
て
、
今
年
度
ま
で

長
年
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
生
前
の
ご
活
躍
を
偲
び
、
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す。

〔
ご
　
訃
　
報
〕

堀
井
　
和
彦
氏


